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	応用
	抗原情報
	背景
	ATP結合カセットサブファミリーCメンバー13（擬遺伝子）（ABCC13）ホモサピエンス この遺伝子は、ATP結合カセット（ABC）トランスポーターをコードする遺伝子スーパーファミリーのメンバーです。ABCタンパク質は、細胞外膜および細胞内膜を介して様々な分子を輸送します。ABC遺伝子は7つの異なるサブファミリー（ABC1、MDR/TAP、MRP、ALD、OABP、GCN20、およびWhite）に分類されます。このファミリーメンバーは、多剤耐性に関与するMRPサブファミリーの一部ですが、ヒト遺伝子座は現在、機能的なABCタンパク質をコードできない擬遺伝子であると考えられています。選択的スプライシングにより複数の転写バリアントが生じますが、すべてのバリアントが完全に解明されているわけではありません。 [RefSeq提供、2008年7月],代替製品：一部のアイソフォームは実験的確認が不足している可能性があります,注意：サブファミリーCのABCトランスポーター関連配列を含みますが、ウォーカーA、ウォーカーB、およびシグネチャーCモチーフを欠いているため、機能しないABCトランスポーターです。異なるリーディングフレームでcDNAを翻訳すると、シグネチャーCおよびウォーカーBモチーフを含む93アミノ酸ペプチドが予測されますが、ウォーカーAモチーフは予測されません。,誘導：特定の白血病細胞では、細胞分化によってダウンレギュレーションされます。,類似性：結合タンパク質依存性輸送システム透過酵素ファミリーに属します。,類似性：1つのABC膜貫通型1ドメインを含みます。,組織特異性：胎児肝臓および胎児脾臓で最も高い発現が見られます。成人では、上行結腸および横行結腸で最も高いレベルが見られます。脳、胎盤、肺、肝臓、膵臓、卵巣にも発現しています。骨髄細胞では、末梢血白血球よりも数倍高いレベルを示します。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	ABCC13抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肝癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。
	

	ABCC13抗体を用いた293細胞、COLO細胞、HT-29細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ABCC13 ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタンブロット分析。
	

	ABCC13 ポリクローナル抗体を使用した HT29 細胞のウエスタン ブロット分析。

